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県
で
は
、

「低
温
安
定
性
」

「富

栄
養
性
」

「清
浄
性
」
と
い
う
三
つ

の
特
徴
を
持
つ
富
山
湾
の
海
洋

深
層
水
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

産
学
官
が
連
携
・協
力
し
て
研
究

開
発
を
進
め
、
今
で
は
様
々
な
商

品
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
農
業
分
野
で
の

活
用
に
カ
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
農
家
の
小
倉
豊
明

さ
ん
(
小
矢
部
市
在
住
)
。
水
耕

栽
培
の
溶
液
に
海
洋
深
層
水
を
入

れ
る
乙
と
で
、
甘
く
て
コ
ク
の
あ
る

「深
層
水
ト
マ
ト
」
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
塩
分
を
吸
収
し

な
い
ト
マ
ト
に
、
あ
え
て
吸
い
に
く
い

溶
液
を
与
え
る
と
と
で
、
成
長
を

抑
え
、
昧
を
濃
く
し
た
も
の
で
す
。
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約6年前に全国放送で取り上げられ、それを
機に全圏各地にファンが精え続けています。

も
と
も
と
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
っ

て
い
た
小
倉
さ
ん
。
し
か
し
、
年
々

相
場
が
下
落
し
て
い
く
た
め
、
「
人

と
は
違
う
や
り
方
で
美
味
し
い
も

の
を
作
ら
ね
ば
」
と
一念
発
起
。
四

国
の
塩
分
豊
富
な
畑
で
作
ら
れ
て

い
る
ト
マ
ト
を
参
考
に
試
行
錯
誤

の
末
、
北
陸
で
は
数
少
な
い
水
耕
栽

培
に
よ
る
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
作
り
に

た
ど
り
着
い
た
の
で
す
。

今
も
、
小
倉
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

今
年
か
ら
、

1
棟
の
ハ
ウ
ス
に
ヒ
l
ト

ポ
ン
プ
の
冷
暖
房
を
導
入
。
日
中
は

水
の
霧
、
夜
は
冷
房
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス

内
を
快
適
な
温
度
に
保
っ
と
と
で
、

今
ま
で
断
念
し
て
き
た
夏
の
出
荷

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
「
四
季
を
通

し
て
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
安
定
し
て

提
供
し
続
け
ら
れ
る
農
家
に
な
り

た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
、
小
倉

さ
ん
の
原
動
力
。
富
山
湾
の
海
洋

深
層
水
を
使
っ
た
日
本
一
の
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
を
目
指
し
て
、
今
日
も
小
倉

さ
ん
の
挑
戦
は
続
い
て
い
ま
す
。

「美味しいのが1番jと微笑

む小倉さん。 トマトは温度変

化に敏感なため、温度管理

や日照管理に気配りしながら、

美味を追求してL喝。

• 、4
富
山
県
は
野
菜
の
自
給
率

，
、

が
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

安
全
で
安
心
芯
野
菜
の
自
給
率

を
高
め
る
た
め
、
県
で
は
ど
の
よ

う
な
取
紹
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

-
h
、

本
県
は
、
気
候
風
土
と
豊
か
な

A
，

水
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
5
米
作
り

中
心
の
農
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

県
の
農
業
産
出
額
の
う
ち
、
米
が
7
割
を

占
め
る
一
方
、
野
菜
な
ど
の
園
芸
作
物
の

産
出
額
が
全
国
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
四
年
の
本
県
の
食
料
自
給
率

は
苅
%
と
国
(
犯
%
)
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
野
菜
の
自
給
率
は
叩
%
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
米
に
特
化
し
た
生
産
構
造
を

改
善
し
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
の
流
通

を
促
進
す
る
た
め
、

①
米
中
心
の
農
業
経
営
に
野
菜
忽
ど
の

園
芸
作
物
を
取
り
入
れ
る
と
と

②
3
M
以
上
の
野
菜
大
産
地
の
育
成
を

図
る
と
と

③
消
費
者
ニ
l
ズ
に
即
し
た
計
画
的
な
園

芸
生
産
を
行
い
、
地
域
内
で
の
流
通
を

図
る
と
と

④
工
コ
フ
ァ
l
マl
(と
を
育
成
し
、
安
全

拡
農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る
こ
と

⑤
直
売
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

TEL.076・444・3368この件のお問い合わせは'県農林水産企画課
(*)ヱコファーマー:
減腹薬、減化学肥料で農産
物を生産する農業者

な
ど
の
取
組
み
を
積
極
的
に
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
野
菜
や
果
樹

な
ど
の
生
産
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
農
産
物

を
安
定
し
て
供
給
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆さんのご意見を
お待ちしています。

f元気とやま目安箱(知事へ
の意見・提言)j係まで

。はがき・手紙
〒930・8501県庁広報課

@FAX 
076・444・3478

。インターネット
http://www.pref.toy釧 a.jp/tijトform.h加l
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富
山
ゆ
か
り
の
「
ふ
る
さ
と
文
学
」

特

@ 
f，5、るさと文学jとは?
富山ゆかりの作家、本県を

舞台とした作品のこと。映画、

漫画、アニメ等も含まれます。

と
や
ま
の
魅
力
を
綴
る

「
ふ
る
さ
L

文
学
」
に

親
し
み
堂
ぶ

美
し
く
豊
か
な
富
山
の
自
然
や
風
土
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た

「
ふ
る
さ
と
文
学
」
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
再
認
識
し
、

継
承
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
県
民
共
有
の
大
切
な
宝
で
す
。

県
で
は
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
文
学
」
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

古
く
は
大
伴
家
持
が
万
葉
集
で

2
2
3
首
も
の
越
中
の
歌
を
よ
ん

で
以
来
、
富
山
ゆ
か
り
の
「
ふ
る

さ
と
文
学
」
が
数
多
く
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
堀
田
善
街
、

角
川
源
義
、
藤
子
不
二
雄
な
ど
多

数
の
作
家
を
輩
出
し
て
お
り
、
ま
た
、

宮
本
輝
の
「
蛍
川
」
、
柏

原
兵
三
の
「
長
い
道
」
、

間
も
な
く
全
国
公
開

さ
れ
る
映
画
の
原
作

-

で
あ
る
新
田
次
郎
の

「鯛
岳
点
の
記
」
な
ど
、

本
県
を
舞
台
と
し
た
多

彩
な
文
学
作
品
が
世
に
送

り
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
文
学
」
は
、
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
再
認
識
し
、
継
承
、

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
大
切
な

宝
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
存
在
を

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
学

資
料
の
一
部
は
、
個
人
の
努
力
で

収
集
・
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

も
相
当
数
あ
り
、
散
逸
し
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

今
後
き
ち
ん
と
収
集
・

整
理
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

芸
術
文
化
・
教
育
・
経
済

な
ど
各
界
の
方
々
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
文
学
魅
力
推
進
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、

「ふ
る
さ
と
文
学
」
の

振
興
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
く
議
論
い
た
だ
い
た
結
果
、

-
県
民
が
「
ふ
る
さ
と
文
学
」
に
親
し

み
、
学
び
、
創
り
、
発
信
す
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
の
提
供
や
必
要
な

拠
点
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

-
富
山
ゆ
か
り
の
貴
重
な
文
学
資
料

を
収
集
、
分
析
、
保
管
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
と
と

な
ど
を
要
点
と
し
た
報
告
書
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は、

『ふ
る
さ
と
文
学
の
振
興
に
取

り
組
む
べ
き
』
と
い
う
意
見
が
約

9
割
に
達
す
る
な
ど
、
そ
の
関
心

の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

産
力魅
財
〉

w
中川、学

刊
動
浅

川

の
況

か

民
る

川

県
ふ

|弘
、

圏外に出ると郷土の文化につい

てしばしば説明を求められます。自ら

の基盤、身の回りのことをよく知らな

ければ、他国の人とは渡り合えません。

自らがよって立つ文化や歴史をしっ

かりと身につけることが大切です。そ

れには、ふるさと富山の文学を読む

ことが最良の手立てなのです。

豊かな自然風土の中で育まれ、描

かれた先人の「生」の諸相。富山の

文学は魅力的であり、ゆかりの作家

も多彩な顔ぶれがそろっています。

この豊かな財産である「ふるさと文学」

の魅力を享受する県民が増えていく

ことを願ってやみません。

ふるさと文学魅力
推進検討委員会委員
聖徳大学
人文学部教授

八木光昭さん
(魚津市)

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

(
平
成
凶
年
刊
月
調
査
}

⑮
ふ
る
さ
と
文
学
の
振
興
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
か

わからない 6.0%

不明0.9%

取り組む必要はない

1.4% 

⑮
ふ
る
さ
と
文
学
に
親
し
む
た
め
の

揃
拠
点
施
設
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か

県
で
は
、
検
討
委
員
会
か
ら
の

報
告
書
や
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
「ふ
る
さ
と
文
学
」
の
振
興

に
向
け
た
普
及
啓
発
、
資
料
収
集
・

基
盤
情
つ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
て
お
り
、
今
後
、
世
代
を
問
わ
ず
、

「
ふ
る
さ
と
文
学
」
に
親
し
み
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
情
つ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

〈
平
成
引
年
度
の
主
砿
取
組
み
内
容
〉

-
ふ
る
さ
と
文
学
ゆ
か
り
の
地
散
策
ツ
ア
l

.
ふ
る
さ
と
文
学
に
関
す
る
講
座
の
開
設

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
の
紹
介
番
組
の
放
送

県文化振興課 TEL.076-444・3454
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1718/ 

とのページの h 
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-
ふ
る
さ
と
文
学
資
料
評
価
・
活
用
委
員
会
の
創
設

文
学
資
料
の
評
価
や
活
用
策
を
検
討
す
る
専
門
組
織

-
ふ
る
さ
と
文
学
発
掘
チ
l
ム
の
発
足

文
学
資
料
の
収
集
に
当
た
り
、
県
民
と
の
窓
口
機
関
と
し
て
、

情
報
収
集
、

P
R等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

-
文
学
振
興
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
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日頃の備えと早めの避難を!

県では、砂防、地すべり対策、急傾斜地崩壊対策などを実施し、

土砂災害の未然防止に努めてきていますが、土砂災害による

被害を最小限に抑えるためには、一人ひとりが気象情報等に

注意し、早めに避難するととが最も大切です。

県広報

現在、本県には、土砂災害の恐

れがある危険箇所が4.837箇

所もあり、昨年7月の集中豪雨

は南砺市に大きな土石流災害を

もたらしました。また、平成14

年には氷見市で大規模な地す

べり災害が起こるなど、毎年多く

の土砂災害が発生しています。

平成14年の
氷見市での
地すべり

3 

F同

jL
昨年7月の南砺市での

土石流災害

2009.6 

危険を感じたら
早めに避難しよう

ポイント

3 
土砂災害警戒情報
に注意しよう

ポイント

2 
土砂災害に対する
認識を深めよう

ポイント

1 

xγfo P i x 

¥ム白岩薩桑砂防施設が国重要文化財に

~国の文化審議会が答申~
大雨等により土砂災害発生の

危険'性が高まった時に出され

る土砂災害警戒情報などに

十分注意することが必要です。 .

土砂災害警戒情報が発令さ

れた場合や、土砂災害の危険

を感じた場合は、防災無線や

広報車による呼びかけに注

意し、早めに避難することが

重要です。~ v、

県では、土砂災害が発生した

場合における警戒避難体制の

整備などを図るために、土砂

災害の恐れがある区域の調査・

指定を進めています。

皆さんは、日頃から危険箇所、

避難の場所や道順などを確認

しておいてください。

あなたの携帯電話に県内の土砂災害警戒情報砿どが届きます。

4メー111配信登録・
情報閲覧はとち§かS!

http://www.sabo.pref.toyama.lg.jp/m/ 

4月、立山カルデラ

の白岩堰堤砂防施設

を国の重要文化財に

指定すベきとの答申が

ありました。これは、砂防

施設としては全国でも

初めてのことです。

白岩堰堤砂防施設は、

昭和4年から10年聞か

けて建設された常願寺

川の基幹砂防施設の一つで、今もなお富山平野を

土砂災害から守り続けています。

今回の答申は歴史的価値と高い技術力が評価され

たものであり、「立山・黒部Jの世界文化遺産登録に
向けて、新たな一歩を踏み出したものと考えています。

⑧情報閲覧サービス

県内の雨量や土砂災害
危険度の状況図などが、
閲覧できます。

①メール配信ザーピス

登録するととにより、土砂災
害警戒情報や警報・注意報

が発表後直ちに町言されます。

因説塩L回

凶器時韓
国型開柑円

TEL.076-444・3342http蜘vww.pref.toyama.jplcms_secl15051県砂防諜

の
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。鋭削 f剣岳点の記J製作委員会

「鯛岳点の記Jの上映がいよいよ始まります。
この映画では、錦岳をはじめとする立山連峰の美し

くも厳しい大自然の姿とともに、名誉や利のためでは

なく、自らの仕事への誇りをかけて苦難に立ち向カラ人々

の姿が鮮やかに描かれています。ぜひご覧ください。
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県内おでかけ情報

-E要量掃bï品~~~託il'ml・ -E安易恐妻車両1週・

「色彩は踊る 巨 匠たちのパ レットと作品

一 梅原龍三郎からピカソまで-J 近代日本画の巨匠「橋本関雪展j
前期/6月19日(金)-7月5日(日)・後期/7月7日(火)-26日(日)

料金.一般蜘円(7∞円)、大学生650円(蜘円)、小中高生無料開催中-6月28日(日)
料金.一般加O円(700円)、大学生650円(印O円)、小中高生無料 「一一

「第9回世界ボスタ}
トリエンナーレトヤマ割削|
7月18日(土)-9月27日(日)

料金.一般900円(700円)、大学生650円

(5∞円)、小中高生無料

3年に一度開催する、日本で唯一の国際
公募によるポスター展です。

前回グランプ勺受賞作品アニク

富山市西中野町1・16・12 TEL 076-421・7111

昭和前期に帝展・新文展を

中心に活躍し、秀でた天分

と気宇壮大な制作態度で

数多くの秀作、話題作を世

に残した橋本関雪。その50

年にわたる画祭を代表作

により紹介します。

富山市五福777 TEL076・431・3719
開館・9・30-17:00(入館は16:30まで)/休館・月曜(祝日は開館)、
祝自の翌白/交通・富山駅(CiC横)から富山ミユージアムパス
(城南ルート)で約10分(無料)富山駅から地鉄パスでf西中野
口J下車、徒歩2分 ※料金の( )内Iま20名以上の団体料金

開館・9:30-17・OO(入室lま16:30まで)/休館・月曜(祝日は開館)、
祝自の翌日/交通・富山駅(CiC績)から富山ミュージアムパス
(呉羽山ルート)で約6分(無料)市内電車大学前行「新富山」
下車、徒歩約10分 ※料金の( )内lま20名以上の図体料金
hllp:llwww.pref.toyama.jp/branches/3044/3044.hlm http://www.pr自f.loyama.jp/branches/3042/3042.hlm

とやま発 @健康レシピ

あわびご飯

入普町では、平成13年から海洋深層

水の取水を開始し、その翌年から全

国で初となる「深層水あわび」の養殖

に取り組んでいます。

[協力]入替町食生活改善推進協議会

【材料・分量(4人分)] 
深層水あわぴ…4個、米…2合、白ゴマ..少々 、
エンジン…1/4本、大....4枚、刻み海苔…少々
[ご飯の炊き汁]あわびの茄で汁…10000、
水…30000、復…小さじ2/3、醤油…大さじ1
酒…大さじ1、みりん…大さじ2

I 作り方]
・米l<t洗ってザルに上げ、水を切っておく。
・あわぴl<t殻から身をlますし、水で洗っておく。
①ニンジンを千切りにする。
②水10000を沸騰させ、あわびをサッと犯でて
ザルにあげ、端から薄切りにする。言百で汁lまとっ
ておく。
③②の苅で汁に、水30000、塩等の調味料を混
ぜ合わせ、ご飯の炊き汁を作る。
④お釜に米と③の炊き汁を入れ、普通の水加減
に合わせ、三ンジンをのせて炊く。
⑤ご飯が炊き上がったら、あわびと白ゴマを混ぜ
て少し蒸らす。
⑥茶碗に盛り、千切りにした大棄と刻み海苔を飾る。

.あわびは、スプーンを使って貝柱を切る
~IJ と、簡単に身をは?せる。

図-

2009.6 4 
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「私の植物写真展」
(サンライトホール)6月19日(金 )-7月15日(水)

植物写真綴影諮智会の作品と一般から募集した作品を展示します。

「日曜植物案内J(毎月第1・2日臨)13:30-14:30 (当日受付)
見頃の植物や話題の植物について解説します。

「植物園オリエンテーリングJ(毎月第3日曜)ω:ω-11:ω(当日受付)
植物クイズを解きながら、圏内を楽し

くめぐります。

「ゲッカピジン鑑賞J
6月-7月予定(開花日2日間)
ゲッカピジンの開花に合わせて2日間、夜間
関幽(21念Oまで・入閣は21却まで)します。

富山市婦中町上轡田42 TEL076・466-4187
ゲッカビジン

開園・9:00-17:00(入園1<t16:30まで)/休園・木躍/入園料.
一般・大学生600円(480円)、小中高生無料 ※( )内は20名以
上の団体料金/克直・富山駅かう地鉄パスで「中央植物園口j下車、
徒歩10分 http:'"州 w.bglym.orgl

今回は乙のミネラルが豊富で・低カロリー

なf深層水あわび」を使った料理を紹介
します。やわらかな歯ごたえと豊かな風

味が、ふっくら乙瀬によく合L唆す。

x ・あわびl草、サイコロ状!こカットしでもOK!
F。州r・深層水で米を炊くと、よりまろやかに。
・パイ貝ゃあさりでも応用できます。

はがきにクイズの答え、郵便Z番号、住所、氏名、年歯告と本紙の感想を記織し、下記a:で。
当選の発表l立、プレゼントの発送をもってかえきせていただきます。
宛先・干930・8501(住所配入不要)県庁広報課「県広報とやま6月号クイズ係J締切園

;新型インフルエンザ情報 3ZllE2253二鱒支所公認立お12;;ぉ221E:I.:.Jf4.M.IC 柑でで時制インフJはンザ対策 ) 1 
i C.Will積日のホームベ一向附 p:llwww.pref.toyama.11Y ・中部厚生センター ("0削削幻4[岡山73揃 7) 発熱相鮫以外の相般に |①うがい・報い・マスタがあ枇明る.
~ .7τ玉三三三工三二二二二二二二二二二二二二 鮪岡厚生センター ("0766-26-8414 [駒市品附] ついては、県儲諜の相談 | 州 出制うがいと手洗いを徹底して体についたウイルス ;
也牛孟;:t>i量量温司，ヨ固・ 、・高岡厚生センター費税|く支所内7筋.56-2666[四0766-56-54例] 窓口で受け付けます。 I を除きましょう。マスクで防ぐことも大切です。

j 示戸玩函函玩自由長言語0~之V・高岡厚生センター氷見支所内7槌・7牛1780 [四07品開74) ~ 076-444・3225 I @ひろげよ引鵠エテクツト
: す雨硝航榔三乙:お紛示橘J蹴|蹴脚搬蜘セシ炉戸何州l晶ト羽断紙ミ廷低[C口:入'o~\参j川.砺波厚生卸セン万夕一 何仰7臼-22-剖相仰3鋪矧仰5引512η2[畑図即0叩瑚品釘7硝刺m剖 ] ※沼望酎付叩時欄閥 |い砂吋巾ぜ世き続をω る人匂ク勿をつ叩けま乱Uしuよβう
i刈※受射付時欄間.….日.午前9蜘跨除~午略後御8鵬蜘時肱(土、B限脚及即σ祝慨臼既を含掛お制} 曹判~ .僻砺波輝厚生封セン万タ一吋小矢部支所 ("0766-67-1070 [邸側引270) 叩 9時~午御崎 | 巾 、くしゃみの際(<t7'ω ュペーJ'i.ーなどで口と算を i 
i ※夜筒I~，右記の筒話笥号にかげていただくと潔滋遥絡番号をお知らせしています. ・富山市保健所 ("07ら428・1155[因。76-428-1150) (土、日及び祝日を含む) I 押さえ周りの人から顔をそむl才E長しよう。

田覇
回忌“制信念T回 「県広~øとやまJI革、4・6・8・10・1月(年5回}発行で新聞折込みにより各家庭にお届けします。また、県の各線霞や市町村役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号とバッタナンバーは、県庁広報課，(J)ホームページで閲覧で書ます。
畏遁記選3務範 平成21年6月7日発行 企画・発行/富山県知事政策局広報源 富山市新総曲鎗1番7号 076-431-3131 (県民相鮫電路)/076-444-3300 (県民相鮫ファックス) 編集協力/側シーエー・ピ一

宮祖師事~ ~瓦孟孟孟両立孟ー 〒930・8501 (住所記入不要)県庁広報課あて TEL.076-444-3134 FAX' 076-444・3478 園田雪哩曹祖国 側シー エーピー
霊濯型車晶画趣 ・匝温帽臨時高幽 E-maìll~次のアドレスのフ才一ムよりお送りください 砂 http : !.川ww.pref，toyama伊I/form，html .慨離嶋田 企画営業部まで
回F審問将器 一一一竺竺g;r，型竺竺?一一 広報課mームページ hllp:伽 ww.pref.loyama.jplcms_sec/10011 ー竺竺竺竺一一一 TEL'076・439・3311附
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